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長恨歌（ちょうごんか）

夜の潜水艦
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「ミス上海の死」を描いた中国文学の
記念碑的作品、待望の邦訳！
茅盾文学賞受賞

上海の街を舞台に、美しき主人公・王琦瑶（ワン・チーヤオ）
の青春から死に至る四十年を描く長編小説。1940年
代の虚栄の繁華、50～60年代の困窮と苦難、そして
80年代のロマン的悲劇まで、恋多き主人公の人生を
通して、上海という街の繁栄と虚栄が描かれる傑作

迷宮のようなプロットと東洋の美学が
織りなす、中国文学の新星による
至高の作品集

表題作「夜の潜水艦」は、少年の空想世界が現実との
境界線を失っていくという奇譚。
「竹峰寺 鍵と碑の物語」で主人公の青年は、失われた
実家の鍵はUSBメモリーで、家は完全な状態でメモリ
の中に保存されていると考える。 全８編収録

夜の潜水艦長 恨 歌

雨に呼ぶ声

1960～70年代の中国。主人公の幼少期から青年期まで
の記憶を辿る物語。
身の置きどころを失った少年、奇妙な幻想、理由のない
罪悪感。狂乱に満ちた少年の心理が余すところなく
描かれている

桃花源の幻

十五歳の秀米（シュウミー）は苛立っていた。
「外の世界には自分の知らない無数の奥深い秘密が
あって、自分には何一つ漏らそうとしない……」
ユートピアを求め、美しい少女が辿った数奇な運命の
物語。彼女が辿り着いた幸福とは

新発見！ 
ため息のように美しい
中国文学・珠玉の名作

世界を騒然とさせた
余華の大傑作
待望の復刻！

日本でも大人気の
作家・余華による
初めての長篇小説

芥川賞受賞作家
李琴峰氏推薦！
極上の紀行文

中国SNSで2100万人が
いいね！
閲覧数5億人越え！

兄 弟

血の繋がらないふたりの兄弟が、文化大革命とその後
の開放経済の時代を駆け抜ける。
ノーベル賞候補とささやかれる著者による、したたか
でたくましく、一途で愛おしく、下品で猥雑な極上の
物語

冬牧場

世界で一番海から遠い都市、新疆ウイグル自治区のウル
ムチから届いた極上の紀行エッセイ。
著者と、新疆ウイグル地区アルタイ地方にある冬牧場で
遊牧をしているカザフ族との約3カ月にわたる心あたた
まる交流が綴られている

ひとりじゃないよ

中国で累計20万部を達成した癒し系コミックがついに
日本初上陸！！砂漠に住み雪を見たことがないフェネッ
クと雪国に住むハリネズミの心あたたまる文通を描
いた「はるか遠くから」など、あなたの心に寄り添う
全42編を掲載。144ページオールカラー

故郷の村の個性的な人々。彼らがたどった波瀾万丈の
物語を、著者は百年にわたる十五人の職人の話として
描いた。 
中国、フランス、アメリカで刊行され、高く評価されてい
る注目作家、待望の初邦訳作品！

李娟 ／著
河崎みゆき ／訳

余華 ／著
飯塚 容 ／訳

余華 ／著
泉 京鹿 ／訳

格非 ／著
関根 謙 ／訳

bibi園長 ／著
アストラハウス編集部 ／訳

申 賦漁 ／著
水野衛子 ／訳

王 安憶 ／著
飯塚 容 ／訳

陳 春成 ／著 
大久保洋子 ／訳

2023年8月刊

2023年5月刊

2022年11月刊

2022年9月刊

2021年12月刊

2021年11月刊

2021年6月刊

2020年10月刊

時代に翻弄されながら
したたかに生きた
十五人の職人の物語

ちょうごんか

申の村の話
シェン
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韓国文学

韓国文学

オーストラリア・YA

フランス文学

フランス文学

英米文学

英米ミステリ

韓国文学
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ユードラ・ハニーセットのすばらしき世界

父のところに行ってきた

クリスティーヌ

最後のモナ・リザ

アウシュヴィッツを泳いだ男

鹿川（ノクチョン）は糞に塗（まみ）れて

殺したい子

アンナは、いつか蝶のように羽ばたく

さよなら、ステラ

君の名はダニエル

秘密にしていたこと

マーロー殺人クラブ

Lの運動靴

アウシュヴィッツの小さな姉妹
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アウシュヴィッツの小さな姉妹
姉妹は人体実験の
モルモットにされる
運命を切り抜けた

タチアナ＆アンドラ・ブッチ ／著
丹羽秀文 ／訳

Lの運動靴
失われた人、
なくした物たちへの
静かなオマージュ

キム・スム ／著
中野宣子 ／訳

マーロー殺人クラブ
あのミス・マープルが
おばちゃん3人組
となって再臨⁉

ロバート・ソログッド ／著
髙山祥子 ／訳

秘密にしていたこと
少女の死をきっかけに家族の
秘密が語られる。 時代を超えて
読みたい家族の物語

セレステ・イング ／著
田栗美奈子 ／訳

鹿川は糞に塗れて
映画監督イ・チャンドンが
「映像の世界への転換点となった」
とする傑作小説集

イ・チャンドン ／著
中野宣子 ／訳

殺したい子
校舎裏で殺された女子生徒、
容疑者は“親友”とされる一人の
少女。食い違う18の証言――

イ・コンニム ／著
矢島暁子 ／訳

オーストラリアを舞台に、母親の
病と闘う中国系移民家族の
混乱と再生を描いた物語 

ウェイ・チム ／著
冬木恵子・山本真奈美 ／訳

君の名はダニエルさよなら、ステラ
あの超ベストセラーの映画化が
決定！ 主役の最終オーディション
に残った少年二人それぞれの運命

ダヴィド・フェンキノス ／著
澤田理恵 ／訳

あなたはわたしの人生
そのもの。すべては、
わたしの夢だったの？

エレオノール・プリア ／著
小野和香子 訳

アンナは、いつか蝶のように羽ばたく

最後のモナ・リザ
ヴィンチェンツォ・ペルージャ……
モナ・リザを盗んだ男。〈彼〉はなぜ
「盗み」、そして「返した」のか？

ジョナサン・サントロファー ／著
髙山祥子 ／訳

クリスティーヌ
実父による近親姦に苦しみ続けた
少女は、どのように1人の女性として
自己確立していったのか……

クリスティーヌ・アンゴ ／著
西村亜子 ／訳

アウシュヴィッツを泳いだ男
アウシュヴィッツ強制収容所を
生き抜いた水泳選手、アルフレッド
・ナカッシュの伝記物語

ルノー・ルブロン ／著
吉野さやか ／訳

ノクチョン まみ

10歳の輝きが、85歳の人生を明るく照らす

ユードラ・ハニーセットの
すばらしき世界

アニー・ライアンズ ／著
金原瑞人・西田佳子 ／訳

ある日、ユードラは安楽死を求めてスイスのクリニックに電話
をかける。日々思うように動かなくなる自分の体。このままだ
といずれ病院のベッドに寝かされ、死を待つしかなくなる。そ
れなら自分の意志で人生を終わらせたい、尊厳を持って死を
迎えたいと考えてのことだった。
そんなユードラの隣に、ある一家が越してくる……

申 京淑（シン・ギョンスク） ／著
姜信子・趙倫子 ／訳

主人公の「私」は中学生の一人娘を事故で失った孤独な女性
作家。母が入院したため、故郷に一人暮らしとなった老いた父
に向き合う。一九三三年生まれのアボジ（お父さん）は、朝鮮
半島の激動の時代を生きてきた。「苦難の時代を生きた人」
……そんな「匿名の存在」でしかなかった父に、あらためて寄
り添うことで「私」が見出す、「普遍の父」の人生の物語

韓国文学界を牽引する作家による、胸を打つ傑作長編

父のところに行ってきた
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